
大阪精神医療人権センター設立３３周年記念講演会

～今、私たちができること～

第２部　　

第３部　パネルディスカッション　　

星丘 匡史さん

埼玉県精神医療人権センター

森 豊さん

弁護士／九州弁護士会連合会精神保健に関する連絡協議会　初代委員長

山本 深雪さん

当センター副代表                   他調整中

お子様と

ご一緒の参加

歓迎
講演会や研修へのお子様とご一緒の
参加が増えていて、 にぎやかな雰囲
気が他の参加者の方にも好評です。

精神科病院に入院中の方のための

権利擁護 の    に向けて

ＤＰＩ日本会議、日本障害者協議会、全国精神保健福祉会連合会、全国精
神障害者地域生活支援協議会、地域精神保健福祉機構、日本精神神経科診
療所協会、日本精神保健福祉士協会、大阪精神障害者連絡会、大阪精神障
害者家族会連合会、大阪精神科病院協会、大阪精神科診療所協会、大阪精
神保健福祉士協会、大阪弁護士会、九州弁護士会連合会、東京精神医療人
権センター、埼玉県精神医療人権センター、兵庫県精神医療人権センター

　　　  後援　　

参加費

第１部　　基調講演

森　豊さん
弁護士／九州弁護士会連合会精神保健に関する連絡協議会 初代委員長

報告① 入院体験者より

報告② 大阪精神医療人権センター

 個別相談ボランティアより

詳細な内容は、随時、フェイスブックやウェブサイト等で更新していきます。

事前申込 要
申込方法は裏面です

先着順
定員200名 会員

（先行受付）

２０１８年９月５日～

一般
２０１８年９月１５日～　　

　主催　認定ＮＰＯ法人　大阪精神医療人権センター

非会員の方も会員申込をしていただければ、
先行受付で参加申込ができます。

　https://www.psy-jinken-osaka.org/support/member/

会員申込はこちら



※お申込みをもって受付とさせていただき、参加票等の発行は致しません。定員を超える場合はご連絡させていただきます。

南館
南ホール

FAX 番号又はメールアドレス

１１／１７記念講演会　　権利擁護の拡充に向けて～今、私たちができること～

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター
のホームページにある「講演会申込み」
からお申込みください。

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

日本の精神科病院では、多すぎる入院者数、強制入院、長期

入院を含む社会的入院、閉鎖処遇・身体拘束・隔離を含む行

動制限があり、精神障害者の人権が制限され、当たり前に地

域で生活し、必要なときに安心してかかれる医療が整備され

ているとはいえません。この現状は、精神科病院に入院中の

方のための権利擁護システムが不十分であることが一つの原

因にあると思われます。

そのため、当センターでは、設立以来、声をきくという重要

な価値観を実践するため、主に精神科病院に入院中の方から、

手紙、ＦＡＸ、メール、電話及び面会による個別相談を実施し

ています。

もっとも、このような権利擁護活動について、全国的に十分

に浸透しているとはいえません。

そこで、福岡県弁護士会の精神保健の取組みを九州全体に拡

げるために取り組んでこられた弁護士の森豊さん（福岡県弁

護士会）、入院体験のある方、大阪府以外の地域で権利擁護活

動を実践している方等をお招きし、精神科病院に入院中の方

のための権利擁護の拡充に向けて、今私たちにできることに

ついて考えるための記念講演会を開催します。
認定NPO法人

精神科病院に入院中の方のための

参加する / 参加しない 17:15 ～ 19:00 頃／参加費 4000 円・当事者 2500 円　
会場近くの居酒屋で開催予定です。
＊キャンセルの場合はキャンセル費用が発生しますので、ご了承ください。

懇親会 (会費制 )
定員３５名、先着順・事前申込制


